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３．事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

〇総合評価コメント： 

 

本研究課題は、遺伝学的情報、トランスクリプトーム／メタボロームデータ等の分子生物学的情報を

入力変数とする新規な作物生育予測モデルを開発すること、およびそれを気象データベースに結合した

シミュレーターによる品種設計法を開発することを目的としている。具体的には、イネの出穂期と穎果

数を対象として、既存のイネ生育モデルに遺伝子ベースモデルを導入することによって、ハイブリッド

生育予測モデルを構築することを目指した。全体として非常に緻密に計画されており、当初の目標は概

ね達成されたと言える。本研究により、説明力の高い既存の作物生育予測モデルと複雑な非線形効果の

モデリングに優れるニューラルネットワークをうまく組み合わせて実用的なシステムを構築すること

ができた。これは、少なくとも基盤情報が充実したイネでは「デザイン育種」が可能であることを示し

ており、先進性、挑戦性の点で若干物足りないところはあるかもしれないが、社会的なインパクトは大

きい。このようなアプローチが今後栽培研究者と遺伝育種研究者の双方から評価され、技術的にさらに

発展していくことを期待したい。構築したモデルの検証や論文発表、ダイズへの応用の可能性検証につ

いては、今後の進展と早期の成果発表を待ちたい。 
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